
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

進路だより 
秋田県立秋田きらり支援学校 

第７号 

平成２９年１２月２２日発行 

★裏面には学部ごとの記事が連載されています★ 

  小学部は「周囲との関わり」について、中学部は「報酬をもらえる福祉サービスについて教えてほしい」、

高等部は「基準該当障害福祉サービス事業所をご存じですか？」です。他の学部の記事が見たい方には差

し上げますので、学級担任までお知らせ下さい。ホームページ、学校の進路コーナーの掲示でも御覧いた

だけます。 

高等部では、前期(６～７月)と後期(１１月)の２回にわたり現場実習を実施しました。その際、事業

所に評価票の記入をお願いしています。評価票には｢一般就労・就労継続支援Ａ型｣、｢就労継続支援Ｂ型｣、

｢生活介護｣があり、各項目についてＡ～Ｄで評価します。また、｢生活介護｣については、項目ごとにす

べて文章で記述する評価票もあります。就労継続支援Ｂ型の評価票の一部を紹介します。 
 

現場実習評価票から見えてくるもの 

現場実習評価票 

Ａ－本人のセールスポイントとして評価できる    Ｂ－普通、そのままでも特に課題とはならない 

Ｃ－実習に支障はないがもう少し努力してほしい  Ｄ－実習の際に支障となり、改善が必要である 

 評  価  項  目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 特記事項 

 ～  略  ～      
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自分からあいさつをする。      

返事をはっきりとする。     

適切な言葉遣いをする。     

他人の迷惑になることはしない。     

迷惑をかけたり失敗したりしたときに謝る。     

集団から逸脱しないで行動する。     

周囲の人との会話に参加する。     

 

前期の評価票を集計しました。 

「自分から挨拶する」という項目はＡ評価（セールスポイントとして評価できる）が、生活介護では８０%(グ

ラフ１)、就労継続支援Ｂ型では６７%を占めています。日頃から、生活の中で継続して取り組んでいる成果だ

と感じます。 

就労継続支援Ｂ型は、「働く」という視点で 

評価されます。「一定以上の作業量」という項 

目はＣ評価（もう少し努力してほしい）が６７%を 

占めています（グラフ２）。 

他にＣ評価が１５%以上の項目は次のとおりです。 

「私語・よそ見をしない」「働くことの意義を理解 

している」「適切な言葉遣い」等です。事業所は集 

中して作業ができることを求めています。また、目 

上の人への正しい言葉遣いは社会生活を送る上での 

基本です。実習中は職員の方や利用者さん達が気さ 

くに話しかけてくれるのでとてもありがたいもので 

すが、慣れすぎずに実習に臨むことが大事です。 

 

このような客観的な評価は、私たちの取り組むべきことを明確にします。  （進路指導主事 宮野） 
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【高等部コーナー】【高等部コーナー】【高等部コーナー】【高等部コーナー】    

「基準該当障害福祉サービス事業所」をご存じですか？ 

 基準該当事業所とは、介護保険法の高齢者向けの施設で障害者も受け入れて

いる事業所のことです。秋田市には１７事業所あります。事業内容は生活介護

と自立訓練です。 

（平成２９年７月発刊の「障がい者のためのくらしのしおり－秋田市－」より） 

 

 入浴や送迎、食事等のサービスを提供しています。M事業所のように、 

夏祭りやリンゴ狩り、クリスマス会など季節の行事や外出（ドライブ） 

も計画している事業所もあります。 

 実際に利用するにあたり、入浴の回数や送迎方法、食形態等の 

具体的な内容については、本人・保護者と事業所の話し合いで 

決まります。 

 どんな事業所があるのか、この事業所を見学してみたい、という方 

はお知らせください。                      （進路指導主事 宮野） 

「事業所関係者と語り合う会」が行われました 

 １２月８日（金）「事業所関係者と語り合う会」が開か

れました。当日は１０事業所が来校し、保護者や職員約

４０名が参加しました。各ブースに分かれて事業所職員

から説明を聞き、具体的な内容を質問するなど、活発な

話し合いが行われました。参加した保護者は、福祉サー

ビスや事業所への理解を深め、子どもの進路選択に生か

せる情報を得ることができたのではないでしょうか。  

学校生活は１２年間ですが、卒業後の生活はさらに長

く続いていきます。進路先の事業所には「お世話になる」

という気持ちから一歩進んで、事業所に「協力する」、事

業所を「育てていく」と気持ちを持ち、みんなで卒業後

の生活を支えていきたいものです。 

具体的な話を聞くことができた。 

「何を聞いたらいいか」とか「何が分かっていな

いのか」最初はとまどったが、思い切って参加し

てよかったです。（高等部保護者） 

色々な施設の話を他の親御さんと一緒に聞くこ

とで、自分だけの意見だけでなく他の方の意見・

要望なども伝えられてよかったです。 

（小学部保護者） 

○アンケートから  ～御協力ありがとうございました～ 

来年度は、かがやきの丘大体育館を会場に、同じような形式で県央地区合同説明会が行われる予定です。 

今回の会よりも大きな規模で行われ、参加事業所も多くなります。ぜひご参加ください。 


